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はじめに 

1.�研究倫理とは? 

2.�研究倫理に反する行為 

 

 

 



 

(1)�研究活動および成果における、人権の侵害�  

 

(2)�不正な手段による研究 

1)�ねつ造�

[事例 1]��

[事例 2]�

[事例 3]�

 

2)�改ざん�

 

[事例 1]�

[事例 2]�

[事例 3]�

 

3)�なりすまし�

 



 

[事例 1]�

[事例 2]�

4)�剽窃(盗用)�

� � � 自分自身の表現や語句で記述されていること。�

� � � 自分自身のアイデアと判断・評価に基づいていること。�

5)�研究助成金の不正な使用�

3.�剽窃を避けるために 

(1)�なにをすれば剽窃になるか 

1)�剽窃の事例と正当な引用例�

[事例 1]�

他者の先行研究の文章をそのまま借用したが、引用符も注もつけなかった。�

<借用した文章>�

<あなたの文章>



 

[事例 2]�

他者の文章を加筆修正または要約して借用したが、注をつけなかった。�

<借用した文章>�

<あなたの文章> �

[事例 3]�

一つまたは複数の文献から得た知識やアイデアを整理して、文章を作成した。それらの文献は、参考文献リストと

して論文の末尾に記しておいた。�

必ず注をつけて

2)�注意しましょう�

�

 



 

①�引用符を忘れずに!�

 

②�長い引用をするときは?�

l 

l 

l 

③�自身の既発表成果物との関係を明記する�

� �



 

④�翻訳も適切に引用を�

 

3)よく使われる通らない言い訳�

①「偶然の一致だ」�

 

②「意図的にやったのではなく、不注意によるものだ」�

 

③「自分も同じ意見だから、注はいらない」�

 

④「コピーアンドペーストはしていない。自分でちゃんと入力した」�

(2)�剽窃を避けるには?�

�

1)�剽窃防止は日常の研究習慣から�

①�自分で考えた議論と他者の議論を常に区別する習慣を身につける。�

②�本や論文を読む時にとるメモに注意�



 

③�余裕のある論文執筆計画をたてる�

 

2)�その他�

①�日本語の表現に自信がないとき(留学生向け)�

②�無理な独自性を狙わない(修士課程の学生向け)�

③�迷ったら注をつける�

4.�不正行為に対する大学の対応��

(1)� 厳格な処分�

1)�修士論文について�

①�学位授与前に発覚した場合�

②�学位授与後に発覚した場合�

2)�博士論文について�

①�学位授与前に発覚した場合�

②�学位授与後に発覚した場合�

 

(2)� 不正行為を発見する体制の確立�

1)�類似度判定ソフトの利用�

 

おわりに 

(1)�研究倫理違反は必ず発覚する。�



 

(2)�研究倫理違反はあなたの人生を狂わせる。�

(3)�「知らなかった」では済まされない。�

 

参考資料�

１.「早稲田大学学術研究倫理憲章」�

 

 

 

 

 

 

２.「早稲田大学学位規則」第 23 条�

３.「早稲田大学大学院学則」第 38 条および第 39 条�

（懲戒）�

（懲戒退学）�


